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行 政 調 査

岡山県西
にし

粟
あわ

倉
くら

村
そん

地域おこし協力隊を活用した
ローカルベンチャー事業を調査

岡山県津
つ

山
やま

市
し

城東重要伝統的建造物群保存地区の
町並み整備事業を調査

６月18日

６月19日

城東重要伝統的建造物群城東重要伝統的建造物群
保存地区の様子保存地区の様子

地
域
振
興 

先
進
地
議
会 
行
政
調
査

西粟倉村は、岡山県北東部に位置し、面積の９２．６％
を森林で占め、うち８３．６％が人工林、人口１，３１
８人、６０８世帯で、「平成の大合併」をせずに自立の道
を歩む決断をした村である。５０年前に植林した森林を
立派な百年の森林に育て上げていく森林づくり・村づく
りビジョンの「百年の森林構想」をもとに、森林資源を
活かした「上質な田舎」を目指し地域づくりに取り組ん
でいる。これまで１８年の間に、木材利用などの６２の
ローカルベンチャー事業が生まれ、事業創出に成功して
いる。また、地域おこし協力隊制度を有効に活用し、起
業型、行政連携型、企業研修型の３つの体系で、５０人
以上の隊員が活躍をしている。

津山市は、城東重要伝統的建造物群保存地区の町並み整備
について現地を調査した。この保存地区は、商家町として発
展した町並みで、江戸時代に形成された地割がよく残ってい
る。江戸時代の町家を主体として、「切妻造平入」とし、出格子、
虫籠窓、なまこ壁、袖壁など意匠的に優れた伝統的建造物が
建ち並んでおり、城下町に形成された歴史的風致をよく伝え
ている。

村役場の会議室で説明を村役場の会議室で説明を
受けた受けた

津山城跡（国指定史跡）津山城跡（国指定史跡）
桜の名所桜の名所

西粟倉村の位置西粟倉村の位置

津山市の位置津山市の位置
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行 政 調 査

地
域
振
興 

先
進
地
議
会 

行
政
調
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室町時代に再建された本殿、拝殿は「比
翼入母屋造」で全国唯一の建築様式で国宝
に指定されている。また、本殿から続く３
６０ｍの美しい回廊は一見の価値ある歴史
的建造物である。

白い鷺が舞い立つように見えることから別名
「白鷺城」と呼ばれている。国宝・特別史跡で
あり、平成５年１２月に１７世紀初頭の日本の城
郭建築を代表する史跡建造物として評価され、
日本初の世界文化遺産となった。戦いへの知
恵を秘めた美しい仕掛けが数多く見られた。

紺屋川の景観紺屋川の景観

岡山県岡山市 吉備津神社 兵庫県姫路市 姫路城

整備された建造物整備された建造物整備された武家屋敷通り整備された武家屋敷通り

岡山県高
たか

梁
はし

市
し

歴史的風致の景観保全と形成等の
取組を調査 ６月19日

高梁市は、人口２５，５８０人、１２，９６６世帯で、岡山県中
西部に位置し、平成の大合併により１市４町が合併し高梁市とな
った。平成２２年１１月に「高梁市歴史的風致維持向上計画」の
認定をうけ、それ以前の景観に関する取組の下に、平成２３年か
ら３年半をかけて景観計画の策定と条例化をした。それまでの経
緯と取組内容や施行後の景観まちづくり事業の実施状況と今後の
課題など、当町でも大変参考となる説明をうけ、活発な意見交換
を行った。その後、建造物の外観などの保存修理、修景整備を
している歴史的町並み景観形成ゾーンの現地調査を行った。

高梁市の位置高梁市の位置

歴史的建造物の位置歴史的建造物の位置

高梁市立図書館で説明を受けた高梁市立図書館で説明を受けた
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第２回定例会の主な議案の内容
令和７年第２回定例会は６月４日（水）から６月６日（金）までの３日間の会期で行われ、専決
承認・条例改正、町道認定、補正予算、人事案件などの１７議案を審議し、１６件可決、１件
を否決いたしました。

柳津町税条例の一部を改正する条例の専決処分について　【原案承認】
４月１日から施行される「地方税法等の一部を改正する法律」により条例の一部改正をする専決処分を
承認した。
【主な内容】�軽自動車税の課税区分が追加され、一部の電動キックボードが課税される。　　　　　　

軽自動車税の減免申請にマイナンバーカードの運転免許記録媒体の提示を可能にした、など。

令和７年度柳津町一般会計補正予算の専決処分について　【原案承認】
２月の大雪災害による令和７年度一般会計補正予算の専決処分を承認した。

【主な内容】�大雪農業災害特別対策事業に関する予算の追加。（雪害ハウスの復旧、撤去、種苗等の購入）

町道路線の廃止並びに認定について　【原案可決】
道路法の規定に基づき県の改良工事により石生川口原線の一部を廃止し、残りの部分を新たに認定
することを可決した。

柳津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について　【原案可決】
国民健康保険税の税率を改正する条例を可決した。

【主な内容】�後期高齢者医療保険・介護保険支援金課税に関する税率のみを増額し、併せて負担者と
未就学児の子育て世帯への負担軽減額を増額させた。

令和７年度柳津町一般会計補正予算、ほか３特別会計、２事業会計の補正予算について　【原案可決】
令和７年度の各会計を増額する補正予算を可決した。

【主な内容】�路線バス等の運行効率化実証実験に関する事業や上下水道事業会計への支出金などの増
額。国民健康保険特別会計（事業勘定）については税率改正等に伴う増額。

固定資産評価審査委員会委員の選任ついて　【原案同意】
令和７年６月３０日で任期満了となる飯塚勝己氏の再任に同意した。

工事請負契約の締結について　【原案否決】
平成１８年に整備された、ふれあい館冷暖房
機器（空調設備）の更新のための設備工事契約
について、疑義があることから否決した。
　（※詳細は次ページ）
契約金額　７，９２０万円
契約相手　会津若松市　株式会社アクーズ会津

消防用小型動力ポンプ普通積載車の購入につ
いて　【原案可決】
平成１０年に配備した五畳敷班の消防用小型

動力ポンプ積載車の車両更新のための購入契約
の締結を可決した。
契約金額　１，１７７万円
契約相手　会津若松市　会津消防用品株式会社

柳津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分について　【原案承認】
４月１日から施行される「地方税法施行令等の一部改正」により、中間所得層と高所得層の保険税
引上げの公平性を図るための条例の一部改正をする専決処分を承認した。

こんなことを
決めました

議 案 審 議

※�専決処分…本来は議会が議決すべき事項を、首長（知事や町長）が決定すること。緊急を要する場合や、
議会を招集する時間的余裕がない場合に、行政運営の遅滞を防ぐために行われるもの。
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議 案 審 議

定例会の最終日に審議し否決された「ふれあい館冷暖房設備工事の工事請負契約の締結」につい
ての質疑応答、討論等を要約してご紹介します。

第２回定例会の議案の審議（６月６日）　　　　　　　　

【質問】ランニングコストの比較について
冷暖房設備システムは通常電気を使うものが多い。ガスを使うシステムなので、ランニング
コストの比較について伺う。

【答弁】（公民館長）
・�年間の使用料とライフサイクルコストをトータルで考えると１年間で２２万円ほどガス式のほう
が安い。その中身としては、冬季のデフロスト運転（霜を解除する運転）で電気が非常にかかり、
ガス式のほうが安くなる。

以上で質疑は終了し、議員間の討論が行われました。
（※討論…各議員がそれぞれの主張を表明すること。）

【討論】緊急防災減災事業債を財源とする事業として疑義が生じている
反対の趣旨
①�　緊急防災減災事業債を財源とした場合、指定避難所における空調設備に該当するが、熱源
の選定について明確な根拠と優位性が示されていない。
②�　仮に熱源をガスとすれば、供給としてバルク貯槽を用いた場合、災害が大規模かつ広域的
だった場合は主要幹線道路が地下液状化や建物倒壊により通行不能になり、他町村からの供
給停止になれば、内閣府の調査によると、東日本大震災での９割程度の復旧に係る日数は電
気が６日間、水道が２４日間、ガスは都市ガスを含んで３４日間を要した。町内にバルク貯
槽への供給設備を有している事業者がいない現状では、地域経済に貢献していないばかり
か、間口が広いとは認められない。入札、期間、方法、単価も限定的になってしまう。さら
にスフィア基準を踏まえた備蓄となっているのかも不明。
③�　町では２０５０年ゼロカーボンシティを標榜として（かかげて）いるにも関わらず、二酸化
炭素排出抑制に逆行するような施設改修は整合性が取れない。
④�　ガスのバルク貯槽は２０年を超えると５年ごとに高額な点検が必要となるが、ランニング
コストの試算比較には設備の保守点検なども含めるべき。ほかの熱源についても今後の公的
補助が行われる可能性も含めるべきではないか。
⑤　令和７年度予算意見書にある新規事業の事前説明への対応が不十分である。

【賛成討論】　なし
【採　　決】　賛成１、反対６で否決した。

議員名 小林浩 渡邊俊典 磯目泰彦 岩渕清幸 新井田順一 田﨑信二 荒明正一 松村亮 齋藤正志
賛〇否× 〇 × × × 欠席 × × × 議長
〇用語の解説
緊急防災減災事業債…�国の防災・減災、国土強靱化対策と連携して、地方団体が単独で防災インフラ

整備が実施できるよう創設したもので、非常に幅広い防災インフラの整備に活
用できる。

バルク貯槽…�バルクとは、定置型のガス貯槽器のこと。
スフィア基準…�正式名称は「人道憲章と人道対応に関する最低基準」で、被災者の権利と支援活動の

国際的な最低基準を定めたもの。（例えば、避難所では1人あたり最低３．５平方メートルの居住スペースを確保
する　など）

※�否決された「工事請負契約の締結について」は６月３０日に開催された第２回臨時会において、改め
て審議されました。（次ページをご覧ください）

工事請負契約の
締結について
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第２回臨時会審議 （６月３０日）

令和７年第２回臨時会が６月３０日に開催されました。この臨時会では定例会で否決された
「ふれあい館冷暖房設備工事の工事請負契約の締結」について審議されました。
その内容を要約してご紹介いたします。

第２回臨時会

【質問】ふれあい館の現状について
年間２万人から２万５千人の利用者、２６団体の利用がある。地域の高齢者や子育て世帯などが利
用するふれあいの拠点でもある施設の空調が機能していないと町民の活動に支障が出るのではないか。

【答弁】（町長）
・�ご指摘のとおりで、１日も早く完備し町民の安全安心を確保したい。

【質問】酷暑対策について
酷暑での熱中症が一番騒がれている時期になる。工事の完成が来年になるのであれば、酷暑
に対する配慮が不十分だったのではないか。補正予算では対応できなかったのか。

【答弁】（町長）
・�去年から設計に入り、今年度に入札するという順に進んでいる。財源の問題もあり、当初予算に
計上した。完成が酷暑に間に合えばよかったが、現時点では寒さに対応できるように、すぐに進
めていきたい。

【質問】ガス式の採用について
令和４年の内閣府のアンケート調査結果では、熱源にガスが導入されている指定避難所が全
国で５．６％、福島県全域では０．６％。残りの９９．４％はガス以外ということになる。本
当にガス式を進めていいのか。町民が納得できる明確な説明ができるのか。

【答弁】（町長）
・�経済性、防災性、環境性、利便快適性の４つを総合的に判断して採用した。現在よりも優位性が
高いと判断した。奥会津地域の環境に適していると考えている。

【質問】整備ができなかった場合について
この状態が継続すれば、町民がどのようになってしまうと考えているか。

【答弁】（公民館長）
・�地域の皆様が集まって、地域のことを考え、生活を考えていく、とても大切な
施設だと考えている。冷暖房に不具合があり、使用できないということは、重
く受け止めている。１日も早く解決して進めていきたいと考えている。

【答弁】（副町長）
・�１日も早く整備しなければいけないと思っている。大規模な整備になるので、当初予算で計上し、
議会の議決をいただいて新年度から入札等の準備に入るという手順になり、６月の定例会で契約
締結の承認をいただくということが、町にとっては一番早くできる方法だと思う。また、工事を
早く進めることで、来年の夏に間に合わせることができると思う。

【採　　決】　賛成５、反対２で、原案どおり可決した。

議員名 小林浩 渡邊俊典 磯目泰彦 岩渕清幸 新井田順一 田﨑信二 荒明正一 松村亮 齋藤正志
賛〇否× 〇 × × 〇 〇 〇 〇 議長代理 欠席

工事請負契約の
締結について
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第３回臨時会審議（７月１８日）

令和７年第３回臨時会が７月１８日に開催されました。この臨時会では「工事請負契約の締
結」について審議されました。その内容を要約してご紹介いたします。

第3回臨時会

工事請負契約の締結について【原案可決】
大成沢・冑中地区簡易水道整備事業のうち、舗装本復旧工事の請負契約締結について可決し
た。
契約相手　株式会社海老名建設　柳津営業所　所長　齋藤 盛一
契約金額　１億３９５万円

【質問】契約相手について
柳津営業所となっているが、これは町の法人税を伴わない事業所なのか。

【答弁】（建設課長）
・�海老名建設は指名参加資格申請書を提出しているが、その委任事業所となっている。また、町に
法人税を納めている。

【質問】契約相手の実績について
工事実績はどうなっているのか。

【答弁】（建設課長）
・�町の工事では琵琶首地内町道修繕工事やスキー場関連の工事
を実施している。県の400号杉峠の改良工事など、県の工事も
請け負っている事業所である。

工事請負契約の
締結について

中学生議会開催のお知らせ
 予定日時  １０月１６日（木）  午前１０時 開会 

会津柳津学園中学校３年生による模擬議会「中学生議会」、今年の
テーマは「持続可能な柳津町をつくろう」です。
町に対する疑問や提案を議場において一般質問します。「ふれあい館・
ゆきげ館」でテレビ中継します。ぜひ、ご覧ください。
（※議場では中学生が傍聴します）

　　過去の中学生議会の動画がスマートフォンやパソコンで見られます。
ＱＲコードはこちら→　　　　　　　　

　　URLはhttps://www.town.yanaizu.fukushima.jp/docs/2016121400016/
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議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
委員会代表質問や一般質問の映像は町の公式ホームページから視聴することができ
ます。（町公式ホームページのURLは「http://www.town.yanaizu.fukushima.jp」です）

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）

※
一
般
質
問
と
は
…
議
員
が
議
長
の
許
可
を
得
て
、
町
の
事
務
全
般
に
つ
い
て
質
す
発
言
が
で
き
る
。

※
一
般
質
問
と
は
…
議
員
が
議
長
の
許
可
を
得
て
、
町
の
事
務
全
般
に
つ
い
て
質
す
発
言
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
。

一
般
質
問　

一
般
質
問　
５
名
の
議
員

５
名
の
議
員

　
町
政
を
問
う

　
町
政
を
問
う

一　般　質　問　の　一　覧

　定例会初日（６月４日）に５名の議員が町政について、
一般質問を行いました。

【８ページ】  ３番　 磯目 泰彦　議員
	 １、廃棄物適正処理と環境保全について

【９ページ】  １番　 小林 　浩　議員
	 １、�ふくしまDC（デスティネーションキャン

ペーン）における本町の取り組みについて

【10ページ】  ６番　 岩渕 清幸　議員
	 １、�町職員の働き方改革及び職場環境整備に
	 　　ついて

【11ページ】10番  松村 　亮　議員
	 １、子育て支援について
	 ２、公共施設について

【12ページ】 ２番 渡邊 俊典　議員
	 １、林業について
	 ２、農業について

一 般 質 問
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○廃棄物適正処理と環境保全について

快適で美しいまちづくりについて問う！

Q
第
六
次
町
振
興
計
画
の
基

本
目
標
「
快
適
で
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
廃
棄
物
適
正
処

理
と
ゴ
ミ
分
別
の
徹
底
は
、
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

行
く
た
め
、
具
体
的
目
標
を
定
め

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、

次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
ご
み
減
量
化
の
推
進
。

②
分
別
収
集
の
推
進

A
（
町
長
）
①
令
和
６
年
度

実
績
で
は
、
１
日
あ
た
り

の
総
排
出
量
が
７
４
４
ｔ
と
計
画

達
成
は
大
変
厳
し
い
。
ゴ
ミ
分
別

表
の
配
付
や
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
「
キ

エ
ー
ロ
」
の
実
物
展
示
な
ど
を
し

て
き
た
が
、
さ
ら
な
る
減
量
化
を

目
指
し
て
い
く
。

②
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
徐
々
に
向
上
し
て
い
る
。

情
報
を
簡
単
に
確
認
で
き
る
環
境

を
整
え
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

し
て
い
く
。

Q
デ
ジ
タ
ル
化
や
情
報
発
信

の
強
化
な
ど
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
①
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
、
福
島
県
環
境
ア
プ
リ
な
ど
で

情
報
提
供
を
し
て
い
る
。
こ
の
ア

プ
リ
は
収
集
日
を
通
知
し
て
く
れ

３番　磯
いそ

目
め

泰
やす

彦
ひこ

議員

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

Q
ア
プ
リ
の
登
録
者
数
を
把

握
し
て
い
る
か
。
認
知
度

ア
ッ
プ
の
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
掲

載
ま
で
進
め
ら
れ
る
か
。

A
（
町
民
課
長
）
現
在
、
町

に
は
59
名
の
登
録
者
が
い

る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
リ
ン
ク
は
自
由
に
掲
載
で
き

る
の
で
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

Q
地
域
で
の
説
明
会
の
過
去

の
実
績
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
毎
年
、
区

長
や
婦
人
会
、
日
赤
奉
仕

団
の
会
合
等
で
説
明
会
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
そ
う
い
っ
た

会
合
に
併
せ
て
説
明
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
町
民
の
方
が
独
自
で
「
こ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
他
市
町
村

で
は
広
報
紙
に
よ
る
紹
介

を
し
て
い
る
の
で
、
良
い
内
容
が

あ
れ
ば
広
報
紙
を
使
っ
て
広
報
し

て
い
き
た
い
。

Q
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
広
い

視
点
か
ら
の
振
り
返
り
を

伺
う
。

A
（
町
長
）
令
和
７
年
度
の

目
標
値
達
成
が
厳
し
い
現

状
だ
が
、
諦
め
る
こ
と
な
く
努
力

し
て
い
き
た
い
。

Q
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
補
助

事
業
は
50
台
の
予
算
規
模

だ
が
、
ど
の
程
度
の
削
減
に
つ
な

が
る
の
か
。

A
（
町
民
課
長
）
生
ゴ
ミ
は

水
分
が
あ
り
、
ゴ
ミ
の
重

さ
の
半
分
を
占
め
て
い
る
の
で
、

そ
の
重
量
を
減
ら
す
こ
と
は
減
量

効
果
が
高
い
と
考
え
、
補
助
事
業

を
始
め
た
。

Q
ゴ
ミ
減
量
の
目
標
達
成
が

困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
実
施
内
容
か
ら
見
て
も
矛
盾

し
て
い
る
。
６
年
間
何
も
し
て
い

な
か
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
も
仕
方

が
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
責
任
を

ど
の
よ
う
に
取
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
補
助
事
業
を
通

し
て
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ

ミ
の
減
量
化
、
減
水
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

Q
他
町
村
で
は
ゴ
ミ
袋
の
統

一
化
や
一
部
収
集
有
料
化

の
動
き
が
あ
る
が
町
の
見
解
を
伺

う
。A

（
町
民
課
長
）
現
在
の
と

こ
ろ
、
有
料
化
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

Q
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
急

増
し
て
、
冬
期
間
は
資
源

ゴ
ミ
の
回
収
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
聞
く
。
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
補
助
は

現
在
な
い
が
、
地
区
と
よ
く
協
議

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。
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町の魅力を発信する取り組みについて問う！
○�ふくしまＤＣ（デスティネーションキャンペーン）
における本町の取り組みついて

Q
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
県
、
沿

線
市
町
村
、
地
元
観
光
業

者
等
が
連
携
し
た
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」が
今
年
、

「
Ｄ
Ｃ
」
が
来
年
開
催
さ
れ
る
が

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
プ
レ
Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
の
成
果

②
正
式
Ｄ
Ｃ
の
取
組
と
課
題

③
地
元
観
光
業
者
と
の
連
携

A
（
町
長
）
①
「
モ
ダ
ン
駅

フ
ェ
ス
」
は
約
８
百
名
の

方
が
、「
圓
藏
寺
お
茶
会
」
は
、

各
回
百
名
弱
の
参
加
者
が
お
り
好

評
を
得
た
。
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

も
約
五
十
件
の
応
募
が
あ
り
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。

②
プ
レ
Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
の
内
容
を

軸
に
関
係
団
体
や
観
光
事
業
者
の

連
携
を
深
め
、
内
容
検
討
し
た

い
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
で

実
施
運
営
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
連
携
等

で
補
完
し
て
い
け
る
か
考
え
て
い

る
。

③
プ
レ
Ｄ
Ｃ
企
画
発
案
に
関
係
機

関
や
団
体
・
事
業
者
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
研
究
集
会
）
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
広
告
物
設
置
な
ど
で

地
域
の
盛
り
上
が
り
に
ご
協
力
を

頂
い
て
い
る
。
来
年
度
の
Ｄ
Ｃ
本

番
で
も
連
携
を
図
り
た
い
。

Q
「
久
保
田
三
十
三
観
音
ま

つ
り
」
な
ど
、
既
存
で
実

施
さ
れ
て
い
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
と

の
連
携
を
図
る
の
も
重
要
で
は
な

い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
伝
統

行
事
等
と
の
連
携
は
、
大

変
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
お
り

「
久
保
田
三
十
三
観
音
ま
つ
り
」

も
期
間
中
の
一
つ
と
し
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
番
Ｄ
Ｃ
に

向
け
、
町
内
の
各
団
体
、
事
業
者

と
再
度
会
議
の
場
を
設
け
、
協
議

を
進
め
た
い
。

Q
柳
津
町
に
は
「
赤
べ
こ
伝

説
」
や
只
見
川
沿
い
の
景

観
な
ど
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
が

あ
る
が
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
（
事
業
）
の
開
発
や
既
存
コ
ン

テ
ン
ツ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

（
改
良
）
の
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
県
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
受
け
、

奥
会
津
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た
自
然
公
園
利
活
用
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
講
演
会
の
実
施
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
造
成
を
目
的
と
し
た
先
進

地
視
察
、
自
然
ガ
イ
ド
の
養
成
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。
ト
レ
イ
ル

ウ
ォ
ー
ク
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
カ

ヤ
ッ
ク
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　Q

県
外
や
他
町
村
の
方
々
へ

向
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
略
）
等
で
の
発
信
力
が
弱
い

と
感
じ
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

方
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
さ
ら

な
る
強
化
が
必
要
と
考
え
、

紙
媒
体
の
広
報
に
加
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
ウ
ェ
ブ
広
告
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
媒
体
に
も
力
を
入
れ
、
よ
り

効
果
的
に
町
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
工
夫
を
し
た
い
。

Q
Ｄ
Ｃ
本
番
に
向
け
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
旅
行
）

施
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
動
画
広
告
や
県

主
催
の
台
湾
商
談
会
参
加
を
予
定

し
て
い
る
。
国
ご
と
に
人
気
の
季

節
が
あ
る
の
で
、
Ｄ
Ｃ
期
間
に
限

ら
ず
海
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

一
方
、
再
来
訪
に
つ
な
が
る
受
入

体
制
の
強
化
も
大
変
重
要
で
、
関

係
団
体
や
事
業
者
と
連
携
を
図
り
、

勉
強
会
な
ど
で
協
議
を
重
ね
た
い
。

Q
関
係
機
関
団
体
や
観
光
事

業
者
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
研
究
集
会
）
を
定
期
的
に
開
催

し
て
ほ
し
い
が
、
町
は
町
内
観
光

関
連
業
者
に
「
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
誘

客
促
進
支
援
事
業
」
と
し
て
最
大

三
十
万
円
の
補
助
を
実
施
し
て
い

る
。
申
請
と
採
択
の
状
況
を
伺

う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
現
在
、

申
請
は
な
い
。
数
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
補

助
金
は
、
本
番
Ｄ
Ｃ
の
準
備
も
対

象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
補

助
率
十
分
の
十
、
上
限
二
百
万
円

の
補
助
金
も
あ
り
、
町
内
で
一
団

体
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｃ
本

番
に
向
け
、
事
業
者
が
新
た
な
観

光
資
源
の
開
発
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
（
促
進
）
活
動
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q
「
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
」
に
よ

る
観
光
客
の
増
加
が
町
に

与
え
る
影
響
や
波
及
効
果
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
地
域

へ
の
経
済
効
果
は
大
き
い

と
考
え
る
。
今
回
の
Ｄ
Ｃ
で
最
も

大
切
な
の
が
、
一
過
性
に
し
な
い

と
い
う
こ
と
。
お
客
様
が
満
足

し
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
く
、
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情

報
発
信
で
新
た
な
お
客
様
が
生
ま

れ
る
、
と
い
う
好
循
環
を
つ
く
り

出
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

１番　小
こば

林
やし

　浩
ひろし

議員

※デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）とは…
　�地方自治体や地元観光関係者等とJRグループ、旅行会社が協力して特定の地
域で３ヶ月間の集中的宣伝を行い、全国からの送客を図り、地域を活性させる
目的の大型観光キャンペーンのこと。
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Q
町
職
員
の
働
き
方
改
革
を

ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
役
場
内

で
の
働
く
環
境
の
改
善
方
法
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
長
時
間
労
働
に

起
因
す
る
過
労
死
等
が
問

題
と
な
り
、
法
律
に
よ
る
制
限
が

設
け
ら
れ
、「
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た

が
、
町
役
場
で
も
ノ
ー
残
業
デ
ー

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
宿

直
業
務
を
業
者
委
託
し
、
職
員
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
開
始
し
た
。

ま
た
夏
季
休
暇
を
三
日
か
ら
五
日

に
し
、
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
等
に
関
す
る
要
綱
に
よ
る
相

談
窓
口
を
設
置
、
対
応
強
化
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
研
修
受
講
等
に
よ
る
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
で
の
効
率
化
も
考
え
ら
れ
、

生
産
性
向
上
、
残
業
時
間
削
減
で
、

仕
事
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

Q
「
自
治
体
で
広
が
る
窓
口

時
短
」
と
い
う
新
聞
記
事

を
目
に
し
た
が
、
我
が
町
で
は
検

討
し
て
い
る
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
時
間
帯
で

窓
口
業
務
を
行
わ
な
い
と

こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
休
み
時
間

が
確
保
で
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
仕
事
を
行
え
る
な
ど
、
効
率
的

に
業
務
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
た
だ
、
役
場
の
窓
口
で
行
う

と
、
勤
め
の
方
な
ど
の
対
応
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
、
役
場
の
機
能

を
時
間
帯
で
止
め
ら
れ
る
の
か
な

ど
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
福
島
県
庁
で
の
テ
レ
ワ
ー

ク
の
取
り
組
み
と
我
が
町

へ
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
副
町
長
）
県
庁
で
は
、

職
場
の
パ
ソ
コ
ン
を
自
宅

で
遠
隔
操
作
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
お
り
、
各
種
決
裁
が
パ

ソ
コ
ン
上
で
で
き
る
。
主
に
子
育

て
中
の
職
員
、
出
張
が
多
い
職
員

な
ど
が
企
画
業
務
部
門
を
中
心
に

活
用
し
て
い
る
が
、
本
町
は
県
庁

と
は
違
っ
て
地
域
住
民
に
近
い
立

場
に
あ
り
対
面
や
現
場
業
務
が
多

く
、
環
境
整
備
等
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

Q
全
国
の
自
治
体
で
生
成
Ａ

Ｉ
の
導
入
が
進
ん
で
い
る

が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
総
務
省
は
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
事
例
等
を
公

表
し
、
導
入
率
は
年
々
高
く
な
っ

て
い
る
。
各
方
面
で
実
証
実
験
等

が
行
わ
れ
、
効
果
も
大
き
い
と
思

う
が
、
反
面
、
課
題
も
同
じ
ぐ
ら

い
あ
る
と
言
わ
れ
て
も
い
る
。
現

時
点
で
す
ぐ
に
導
入
す
る
こ
と
は

な
い
が
、
近
い
将
来
に
は
実
用
化

し
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

Q
人
事
異
動
の
基
本
的
な
考

え
方
、
職
員
か
ら
の
希
望

受
け
入
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
人
事
異
動
は
、

組
織
の
効
率
性
向
上
と
個

人
の
成
長
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

に
尽
き
る
と
思
う
。
職
員
か
ら
の

希
望
に
つ
い
て
は
組
織
の
安
定
と

職
員
の
成
長
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
か
ら
、
全
て
聞
き

入
れ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
し
、

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Q
公
平
公
正
な
人
事
評
価
制

度
に
な
っ
て
い
る
か
、
評

価
基
準
等
が
明
確
に
な
っ
て
い
る

か
を
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
職
員
の
業

績
と
能
力
を
評
価
し
て
給

与
昇
進
、
人
材
育
成
、
人
事
異
動

な
ど
の
人
事
管
理
の
基
礎
と
し
て

活
用
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
公
平
で

透
明
性
の
あ
る
制
度
で
あ
る
。
人

事
、
環
境
変
化
等
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
、
必
要
で
あ
れ
ば
評
価

そ
の
も
の
の
改
善
も
行
っ
て
い
く
。

○�町職員の働き方改革及び
　職場環境整備について

「働き方改革」について問う！

６番　岩
いわ

渕
ぶち

清
きよ

幸
ゆき

議員
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重点的な施策の方向性について問う！

○子育て支援ついて
○公共施設について

Q
高
等
学
校
等
就
学
給
付
金

支
給
事
業
が
終
了
し
た
。

ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
、
事

業
終
了
と
い
う
極
端
な
結
論
に
至

っ
た
の
か
。

A
（
教
育
長
）
児
童
手
当
の

支
給
対
象
が
拡
充
さ
れ
、

高
校
授
業
料
無
償
化
も
実
施
さ
れ

る
。
国
か
ら
の
手
厚
い
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
判
断
に
至
っ
た
。

Q
町
は
町
の
高
校
生
に
対
し

て
必
要
だ
と
思
っ
て
始
め

た
こ
と
を
、
国
の
如
何
で
や
め
る

こ
と
は
お
か
し
い
と
思
う
が
。

A
（
教
育
長
）
国
が
高
校
生

を
支
援
し
て
い
く
動
き
に

な
り
、
町
予
算
を
学
校
施
設
・
設

備
等
の
充
実
に
充
て
た
い
の
で
、

や
め
る
こ
と
に
し
た
。

Q
振
興
計
画
実
施
計
画
書
に

予
算
も
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

最
上
位
計
画
に
記
載
が
あ
る
の
に
、

や
め
る
と
い
う
こ
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
教
育
課
長
）
国
の
子
育

て
支
援
が
大
幅
に
拡
充
さ

れ
、
今
後
、
国
が
こ
の
制
度
に
大

き
く
関
与
し
て
い
く
見
通
し
も
踏

ま
え
判
断
し
た
。

Q
対
象
世
帯
の
所
得
税
及
び

住
民
税
の
控
除
減
額
が
並

行
し
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
経
過

を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
時
点
で
の
事

業
終
了
が
適
切
と
言
い
難
い
が
、

い
か
が
か
。。

A
（
総
務
課
長
）
児
童
手
当

の
拡
充
に
よ
り
、
手
取
り

の
増
加
が
期
待
で
き
、
こ
の
機
会

が
適
切
で
あ
っ
た
。

Q
厳
し
い
財
政
状
況
も
勘
案

し
て
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、

他
に
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
分
野
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
（
総
務
課
長
）
予
算
編
成

が
例
年
以
上
に
困
難
を
極

め
、
厳
し
い
査
定
を
行
っ
て
い
る
。

Q
町
の
将
来
像
か
ら
考
え
た

場
合
、
み
ら
い
創
生
の
象

徴
は
子
供
で
あ
り
、
や
っ
て
る
こ

と
が
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
う

が
、
辻
褄
が
合
う
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
国
と
町
の
違
い

は
あ
る
が
、
切
れ
目
の
な

い
環
境
が
維
持
で
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

Q
会
津
柳
津
駅
舎
の
管
理
運

営
に
関
し
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
、
観
光
協
会
、

カ
フ
ェ
事
業
者
、
赤
べ
こ

工
房
の
四
者
が
毎
月
定
例
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
意
見
交
換
や
情
報

共
有
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定

の
理
解
の
下
で
運
営
で
き
た
。

Q
駅
舎
条
例
制
定
の
審
議

で
、
利
用
料
に
つ
い
て
指

摘
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
今
後
の
見

直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
年
間

通
し
た
維
持
管
理
費
用
が

把
握
可
能
と
な
っ
て
い
く
の
で
、

精
査
し
試
算
し
て
い
く
。

Q
現
在
、
カ
フ
ェ
の
平
日
営

業
に
つ
い
て
減
免
措
置
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
減
免

措
置
の
対
象
と
な
り
得
る
の
か
。

な
ぜ
、
平
日
は
減
免
で
休
日
は
違

う
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
公
益

上
、
減
免
が
認
め
ら
れ
る

と
決
定
し
た
。
平
日
の
来
場
者
は

少
な
く
、
経
営
上
、
厳
し
い
と
い

う
考
え
も
内
容
に
繋
が
っ
た
。

Q
交
流
施
設
と
し
て
効
果
を

最
大
値
化
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
利
用
料
を
な
く
し
、
人
も
ア

イ
デ
ア
も
集
ま
る
も
の
に
し
て
は

い
い
の
で
は
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
検
討

し
て
い
く
ご
意
見
と
し
て

承
り
た
い
。

Q
地
域
と
の
関
わ
り
が
、
ま

だ
薄
い
と
感
じ
る
。
ど
の

よ
う
に
地
域
と
結
び
つ
い
た
施
設

に
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
地
域

や
観
光
関
係
者
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
で
地
域
全
体
が
盛

り
上
が
っ
て
い
け
れ
ば
よ
い
。

Q
本
施
設
を
役
場
が
直
接
管

理
す
る
の
は
現
実
的
で
は

な
い
。
早
期
に
方
針
決
定
し
、
道

筋
を
つ
け
る
必
要
性
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
明
確

な
時
期
は
示
せ
な
い
が
、

運
営
事
業
者
と
も
相
談
し
、
指
定

管
理
者
制
度
も
含
め
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。

【
指
定
管
理
者
制
度
と
は
】
地
方

公
共
団
体
が
、
公
の
施
設
の
管
理

を
行
わ
せ
る
た
め
に
企
業
・
法

人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
包
括
的
に
代
行
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
。

10番　松
まつ

村
むら

　亮
りょう

議員
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Q
①
全
国
で
は
林
業
が
主
要

な
事
業
と
な
っ
て
い
る
町

も
あ
る
。
豊
富
な
森
林
を
活
用
す

る
構
想
等
が
あ
る
か
。
ま
た
、
町

も
関
わ
っ
て
い
る
公
社
造
林
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。
②
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

町
の
農
業
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守

っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
①
令
和
６
年
度

に
策
定
し
た
「
森
林
利
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
人
材

育
成
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
森

林
の
境
界
明
確
化
や
森
林
経
営
計

画
策
定
の
た
め
の
地
域
林
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
業
務
委
託
を
実
施
す

る
。
公
社
造
林
は
、
伐
期
が
来
て

い
る
の
で
、
皆
伐
再
造
林
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

②
国
の
動
向
や
先
進
事
例
な
ど
を

注
視
し
、
み
ら
い
農
業
会
議
等
の

方
々
と
意
見
交
換
、
協
議
を
重
ね
、

地
域
営
農
方
針
を
固
め
て
い
く
。

森
林
環
境
譲
与
税
や
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
等
を
活
用
し
、

荒
廃
し
な
い
よ
う
に
地
区
や
関
係

団
体
等
と
、
努
め
て
い
く
。

Q
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
必
要
な
の
か
。
費
用
が

膨
ら
む
の
で
、
町
の
中
で
あ
る
程

度
、
育
て
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。A

（
地
域
振
興
課
長
）
森
林

経
営
計
画
策
定
は
、
素
人

で
は
厳
し
い
。
地
方
交
付
税
を
活

用
で
き
る
の
で
、
必
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

【
意
見
】
森
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

使
わ
ず
に
で
き
る
よ
う
、
勉
強
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
今
、
山
を
や
る
に
し
て
も

道
路
が
な
い
。
例
え
ば
、

駅
の
向
か
い
側
が
荒
れ
て
い
る
。

町
の
あ
ち
こ
ち
で
活
性
化
す
る
こ

と
は
で
き
る
と
思
う
が
、
駅
の
向

か
い
側
へ
の
道
路
を
造
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
景
観

整
備
事
業
で
、
森
林
環
境

譲
与
税
活
用
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
が
あ
り
、
地
区
や
団
体
か
ら

の
要
望
を
取
り
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
で
間
伐

と
作
業
路
開
設
を
今
年
度
、
２
地

区
予
定
し
て
い
る
。
所
有
者
と
の

協
議
も
必
要
な
の
で
、
大
き
な
林

業
事
業
所
が
な
い
当
町
で
は
、
ど

う
し
て
も
、
お
質
し
の
よ
う
な
形

に
な
っ
て
し
ま
う
。
後
継
者
を
き

ち
ん
と
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
利
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
た

い
。Q

町
の
農
業
人
口
は
20
年
後

に
は
２
割
程
度
に
な
っ
て

し
ま
う
。
国
で
は
稲
作
を
大
規
模

化
し
、
あ
る
程
度
ま
と
め
ろ
と
言

う
が
、
で
き
る
く
ら
い
の
面
積
が

あ
る
と
こ
ろ
が
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
中
山

間
地
域
で
あ
り
、
小
さ
い

田
が
い
っ
ぱ
い
で
、
急
傾
斜
で
も

あ
り
、
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
。

ま
と
め
ら
れ
る
部
分
は
、
ま
と
め

て
い
き
、
ま
と
め
ら
れ
な
い
部
分

も
、
集
落
営
農
や
地
域
協
力
で
や

っ
て
、
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
な
る
べ
く
荒
廃
農
地
が

出
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

Q
棚
田
等
を
荒
ら
せ
ば
、
人

工
的
に
造
っ
た
と
こ
ろ
は
、

災
害
は
起
こ
り
や
す
い
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
守
る
に
は
、
国
が
言

う
大
規
模
化
し
て
安
く
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
山
間
部
は
山
間
部

で
、
例
え
ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
出
せ
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）
米
も
、
そ
の
他

の
農
作
物
も
、
よ
り
付
加

価
値
を
つ
け
て
、
安
定
的
に
売
れ

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
の
が

仕
事
だ
と
思
う
が
、
売
る
こ
と
を
、

町
が
直
接
手
を
出
す
の
は
、
あ
ま

り
得
策
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
、
注
目
を
さ
れ
て
い
る
中
間
支

援
組
織
の
成
功
例
が
あ
り
、
柳
津

に
持
っ
て
来
れ
な
い
か
考
え
て
い

る
。

※�

中
間
支
援
組
織
…
農
業
公
社
や

農
業
法
人
な
ど
が
大
規
模
農
業

経
営
を
目
指
し
て
参
入
し
、
地

域
の
農
地
集
約
化
や
ス
マ
ー
ト

農
業
な
ど
を
推
進
し
て
持
続
可

能
な
農
業
を
目
指
し
て
い
る
。

○林業について
○農業について

町の基礎的な産業の振興政策について問う！

２番　渡
わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員
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活 動 報 告

会津柳津学園中学校で講話しました会津柳津学園中学校で講話しました
５月３０日（金）会津柳津学園中学校において、総
合的な学習の時間で第３学年を対象に中学生議会に向
けての議長講話が開催されました。３年生の皆さんか
らいただいた質問に答えながら、町と議会の関係や仕
組み、議会の役割など実際の体験を交えてお話しさせ
ていただきました。

令和６年度会計の決算審査が実施されました令和６年度会計の決算審査が実施されました
７月２２日（火）から７
月３１日（木）までの７日
間、町監査委員による令和
６年度会計の決算審査を行
いました。その結果につい
て、８月６日（水）に講評
を行いました。

町民と議会との懇談会を実施しました町民と議会との懇談会を実施しました
６月３０日（月）猪鼻会館において、猪鼻地区と議
会との懇談会が開催されました。
議会を代表して、産業厚生常任委員３名が訪問し、
地区の方々と、日頃の生活における、さまざまな疑問
やご意見、ご感想などをお聞かせいただきました。
地区の皆様には、お忙しいところご協力いただき、
ありがとうございました。

議員活動の
ご報告

令和７年度の議会モニターを委嘱しました令和７年度の議会モニターを委嘱しました
６月４日（水）正副議長室において、令和７年度の議会モニ
ターの方々へ委嘱状交付式を行いました。議会の運営に関する
ことを中心に、いろいろなご意見等をいただいて、今後の議会
運営の参考にさせていただきます。

鈴木　早苗（小ノ川）鈴木　早苗（小ノ川）
金子セツ子（砂子原）金子セツ子（砂子原）
白井　　猛（野老沢）白井　　猛（野老沢）
岩佐　　傳（猪　鼻）岩佐　　傳（猪　鼻）
鈴木　恭子（大成沢）鈴木　恭子（大成沢）

委　嘱　者
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活 動 報 告

福島県町村議会広報研修会に参加しました福島県町村議会広報研修会に参加しました

第35回両沼地方町村議会議員大会が開催されました第35回両沼地方町村議会議員大会が開催されました

７月１日（火）郡山市ビックパレットふく
しまにおいて、県町村議会議長会主催の広報
研修会が開催されました。当町議会では広報
常任委員３名が出席し、より良い紙面つくり
を学びました。

講師：�一般社団法人自治体広報公聴研究所　
金井氏

演題：戦略的広報と議会報づくりの型
内容：�ＳＮＳ等の情報選択型のコミュニケー

ション手段を活用する若い世代になど
合ったインパクトの強い紙面づくり

福島県への要望活動を実施しました福島県への要望活動を実施しました
７月８日（火）福島県庁において、福島県
への要望活動を行いました。県の土木部及び
教育庁を訪問し、課題とされている主要地方
道柳津昭和線・県道滝谷桧原線桧原バイパス
の整備促進と只見川河川整備事業（柳津地
区）の整備促進、特別支援学級の新設と専門
的な指導のできる教員の配置、極小規模校へ
の学校事務職員の配置を要望しました。
また、西山尚利福島県議会議長を表敬訪問
しました。

７月２４日（木）昭和村公民館において、
両沼地方町村議会議員大会が開催され、両沼
地方の議会議員約100名が集まりました。
各町村議会の要望書の提案及び採択が行わ
れました。
柳津町議会では一般県道と主要地方道の整
備促進について提案しました。採択された要
望書は後日、両沼地方町村議会議長会で国・
県へ要望します。

要望書を読み上げる松村委員長要望書を読み上げる松村委員長

議員活動の
ご報告
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−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和７年第１回定例会以降）（令和７年第１回定例会以降）  −−
	 ３月13日	 会津柳津学園中学校卒業証書授与式
	 13日	 会津総合開発協議会会津若松地方部会
		  調査研究事業（会津若松市）
	 19日	 町体育協会年間表彰授与式（ふれあい館）
	 21日	 柳津小学校卒業証書授与式
		  西山小学校卒業証書授与式
	 ４月７日	 柳津小学校入学式
		  会津柳津学園中学校入学式
	 14日	 町赤十字奉仕団総会（銀山荘）
	 17日	 両沼地方町村議会議長会定期総会（会津坂下町）
	 18日	 議会全員協議会
	 27日	 町消防団春季検閲式（運動公園）
	 ５月８日	 町国際交流協会総会（ふれあい館）
		  町花き振興協議会総会（せいざん荘）
	 12日	 町体育協会総会（ふれあい館）
	 16日	 奥会津五町村議会議長連絡協議会総会（只見町）
	 20日	 議会全員協議会
	 23日	 広域市町村圏整備組合議会臨時会（会津若松市）
	 27日	 全国町村議会議長・副議長研修会（東京都）
	 28日	 議会運営委員会
	 30日	 会津柳津学園中学校３学年議長講話

今
年
も
暑
さ
厳
し
い
夏
に
な
り
ま

し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
に

は
、
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
町
内

各
所
で
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
住
宅
の
雪
害
が
多

発
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
人
的
被
害
が
報

告
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
季
節
は
移
り
、
か
ら
梅
雨
と
西
日
本

の
記
録
的
な
速
さ
で
の
梅
雨
明
け
と
な
り
ま

し
た
。
近
年
の
気
象
現
象
は
「
記
録
的
」
や

「
10
年
に
一
度
」
と
い
う
放
送
が
オ
ン
パ
レ
ー

ド
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
２

０
２
５
年
の
今
年
に
限
っ
て
は
、さ
ら
に
「
大

災
害
が
発
生
す
る
」
と
い
う
予
言
や
「
中
東

地
域
で
の
紛
争
拡
大
の
懸
念
」
が
あ
り
、
こ

う
し
た
不
安
定
な
情
勢
が
要
因
と
な
り
、
外

国
人
旅
行
者
が
一
時
的
に
減
少
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
我
が
町
の
状
況
に
目
を
向
け
て
み

ま
す
と
、
国
道
２
５
２
号
線
の
県
境
付
近
の

通
行
止
め
に
よ
り
、
来
町
者
の
減
少
に
繋
が

っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
個
人
や
町
レ
ベ
ル
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
全
体
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
景
気
回
復
を
望
み

つ
つ
、
過
ぎ
行
く
季
節
を
見
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
も
ど
う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
磯
目
泰
彦
）

委
員
長
　
新
井
田
　
順
　
一

副
委
員
長
　
小
　
林
　
　
　
浩

委
　
　
員
　
渡
　
邊
　
俊
　
典

　
　
　
　
　
荒
　
明
　
正
　
一

令和７年
第３回定例会

９月３日（水）～９月10日（水）
 《９月３日　午前１０時開会》

・初日は「一般質問」を行います。
・ふれあい館とゆきげ館でテレビ傍聴できます。

広報常任
委 員 会

ちょっと
一言

次回定例会のお知らせ

講演会を開催
演題：�会津地方における地域医療の

現状とオンライン診療の更な
る展開策

講師：�竹田総合病院医師　石田先生

講演会を開催
演題：�広域災害対応を含めた自

治体の災害対応力強化に
不可欠な「防災DX」

講師：�内閣府政策統括官付
　　　松本参事官
……………………………………
演題：�平成からの災害に学ぶ復

旧復興まちづくりの課題
講師：�明治大学名誉教授
　　　青山先生
……………………………………
演題：�災害と議会・議員の役割
講師：�同志社大学名誉教授
　　　新川先生


